




要約 ATL 陽性の妊婦が出生した場合、母子感染を予防する手段として母乳を中止するこ

とが有効であるとされている。しかし、実際に母乳を中止するときには、母親は自らの母

乳を与えられないことに、心理的に大きな葛藤を経験する。これらの点を含めて、母子感

染を予防するため哺乳方法の選択に当たっての保健指導のあり方を検討した。


